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１．食料・農業・農村基本法の見直しについて
（１）戦後農政の流れ

１



（２）現行の食料・農業・農村基本法
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持続可能で強固な食料供給基盤の確立に向けた「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」
の策定と食料・農業・農村基本法の見直しに関する自民党提言

１．基本法の見直しに当たっての
基本的な考え方

２．食料安全保障の在り方
（１）平時から国民一人一人の食料安全

保障の確立
（２）食料安全保障の状況を平時から評価

する仕組み
（３）不測時の食料安全保障

３．食料の安定供給の確保
（１）食料の安定供給の確保に向けた

構造転換
（２）生産資材の確保・安定供給
（３）農産物・食品の輸出の促進
（４）適正な価格形成
（５）円滑な食品アクセスの確保
（６）国民理解の醸成
（７）事業者・消費者の役割
（８）食品産業（食品製造業、外食産業、

食品関連流通業）の持続的な発展

４．農業の持続的な発展
（１）多様な農業人材の育成・確保
（２）農地の確保と適正・有効利用
（３）経営安定対策の充実
（４）農業生産の基盤の整備及び保全
（５）生産性の向上に資するスマート

農業の実用化等
（６）家畜伝染病、病害虫等への

対応強化

５．農村の振興（農村の活性化）

６．みどりの食料システム戦略によ
る環境負荷低減に向けた取組強化

７．多面的機能の発揮

８．関係団体等の役割

（３）食料・農業・農村基本見直しの方向（自民党提言）
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（参考）農林水産・農山漁村振興政策の方向
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２．農林水産基盤関係予算の動向
（１）土地改良関係予算
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令和５年度 農業農村整備事業関係予算
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（２）森林整備・治山関係予算
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令和５年度 森林整備・治山事業関係予算
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（３）水産基盤整備関係予算
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令和５年度 水産基盤整備事業関係予算
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